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●施工上の注意
●本製品は内装専用の仕上げ材です。外装には使用出来ません。
●下地のチリ、ホコリ、レイタンス、油分の汚れはきれいに取り除いて下さい。
●左官下地は十分に乾燥させて下さい。
●使用器具は、ステンレス製かプラスチック製をご使用下さい。
●サビの発生が予想される部分には、あらかじめシンコーコテガードを塗って下さい。
●水引差の大きな下地は、色むらになる恐れがあるので水引調整を施して下さい。
●弱い下地、施工後剥離の恐れがある下地等は、施行前に補強して下さい。
●下地のアク、シミの度合いにより、乾燥した表面に色が出た場合は、再度上から
塗って下さい。

●施工後、気温が5℃以下になる恐れがある場合は施工を避けて下さい。
●他種の下地材、ボンド及び砂などの骨材は絶対に混ぜないで下さい。
●チリについた汚れは、乾くと取れなくなりますので、乾かないうちに掃除して下さい。
●主原料が天然素材を使用していますので、多少の色違いはご容赦下さい。
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◆詳しくは、当店にお気軽にご相談下さい◆

■用途 内装の新築
古壁の塗り替え

ビニールクロスの塗り替え

■適応下地
モルタル・石膏プラスター ・中塗土
ボード・ベニヤ板・古壁

用 途 内装用仕上塗材

種 類 内装薄塗材W

主 成 分 珪砂・増粘剤・水性樹脂

正 味 質 量 5,300g （樹脂300g）

標準所要量 3.3 ㎡ / 袋

標準加水量 2.0ℓ〜2.5ℓ

包 装 5袋/ ケース

■標準仕様

■施工方法

［1］ベベルボート（石膏ボード）の場合
① カーボンコートで目地詰め
・下地の汚れ、ホコリ等はあらかじめ拭き取って下さい。
・硬練りしたカーボンコートを目地部へ詰め、はみ出した部分はコテで
かき取り平滑にして下さい。

② ファイバーグラスメッシュ（100 ㎜幅）貼付け
・目地詰め後3 時間以上置き、カーボンコートにヤセが無いことを確認
してからファイバーグラスメッシュ（100 ㎜幅）を貼付けて下さい。

③ カーボンコートにて全面下地調整
・ファイバーグラスメッシュ貼付け後、カーボンコートを全面に1 ㎜厚
で塗り付けて下さい。

④ 仕上げ
・苔を1.5 ㎜厚程度でムラなく塗り付け、追いかけてコテ波を取って下さい。
その後、水がやや引いてから押さえゴテをかけて仕上げて下さい。

［2］モルタル下地の場合
①下地処理・下地の汚れ、ホコリ等はあらかじめ、ふき取って下さい。
②カーボンコートで下地処理をして下さい。（気泡穴防止、水引き調整）
③苔を塗り付けて、仕上げて下さい。

※詳しくは別途施工要領書がございますので弊社までお問い合わせ下さい。

●販売店・施工者様へ
1. 子供の手の届かない所に保管して下さい。
2. 目に入った場合は、水で最低15分間洗眼し直ちに医師の診断を受けて下さい。
3. 誤って飲み込んだ場合は水でよく口の中を洗い直ちに医師の診断を受けて下さい。
4. 肌に付着した場合、水と石鹸でよく洗い流して下さい。
5. 施工時、乾燥するまでの間は、湿気を除くため窓をあける等、換気を行って下さい。
6. 空容器等の処理は、産業廃棄物者に依頼する等適宜の処理をして下さい。
7. 残材は、下水・河川・池・井戸・地下水等には廃棄しないで下さい。
8. 作業後は手洗い・うがいをして下さい。汚れた作業服は洗濯して下さい。
9. 直射日光、多湿、高温（40℃以上）、低温（0℃以下）での保管は避けて下さい。

●施工主様へ
1. 塗面が乾燥するまでの間に、子供が誤って口や目等に入れることがないようにご注意下さい。
2. まろやかな素材を用いていますが、壁面に強く触れると肌を傷つけることが有りますので、
ご注意下さい。

3. 風呂場や洗面所等の近辺では、多湿状態が続くことによってカビが発生したり、変色や剥離を
起こす事がありますので、換気に気をつけて下さい。

4. 柱の乾燥収縮で、チリ切れを起こす事があります。
5. 地震や空調設備等による下地への振動で、壁面にチリ切れやクラックを起こす事があります。

必要量の骨材を
空合わせする。

別の容器で約1.8ℓの
水に添付のボンドを
よく溶かす。

1 と2 をよく練り合わせ、
少し固めになるように
水加減を調整する。

30分練り置きをする。 練り置き後に、残りの
水を入れて塗り加減を
調整する。
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